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i　 研究の 背景

　近 年、農村地域にお ける生活様式の 変化に 伴い 、

自然、緑地環境の あ り方、更 には コ ミ ュ ニ ティ の

あ り方が 大き く変化 して い る。農村地域 における

住民の 生活基盤の 悪化は、食料生産や 自然環 境保

全、国土 保全な どの 多面的な機能 の 喪失 に つ なが

る。こ の ため 、潤い の ある活力ある 地域社会 の 形

成が 、農村地域の 重要な政策課題 とな っ て い る。

　こ の よ うな観点か ら、自然環境を保全 し景観を

整備 して 、地域の ア メ ニ テ ィ を高める こ とが近年

行われ るようにな っ て い る 。 これ らの取 り組みは、

生活環 境向上や 活性化に貢 献して いる も の も ある

が、単なる 施設 ・環境整備に とどまる もの も ある。

特 に 自然環境に も属 し、地域住民 の持続的な 共同

の 維持管理が必要な水辺空問は、地域住民相互 の

意志疎通がはかられ て いな けれ ば成立 しな い 。そ

の た め、水 辺空問を地域の 共有財産 と して再 認 識

し、創造 、 利用 、 維持管理する ことに よ っ て 住民

相互 に意志の疎通 をはか り、地域特性 を十分 に活

か した地域づ くりを行 うこ とが期待され る。

1　 研究 の 目的 と方法

　以上 の 問題意識を踏 まえ、本研究は農村地 域に

お け る水辺 空間の 典型で ある農業用水路 （以 下 、

用水路 と略す）に 着 目し、そ の 利用 、維持管理 に

よる共同性を活かし、さ らに創造 を通 した地域づ

くりに向けた望 ま し い 用水路 の あ り方 に つ い て の
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知見を得る こ とを 睡的 とす る。

住 民の 生活と水辺 空間 との関係に注 目した研究 と

して は、渡辺 ら の 居住環境 に おける水辺空間 の 意

義に関する
一連 の研究

D2 ｝ 3）

や 、宮野 ら の 日常生

活行為と水環境に関す る研究
り

な どがある。い ず

れ も居住者個々 の 生活 には踏 み込ん で い る が 、水

辺 空間に対 して組織的 に関わ る と い う視点で は十

分で はな い 。また、親水公園 な ど環 境を通 した コ

ミ ュ ニ テ ィ 形成 にふ れ た もの
5｝

や 、渡部 によ る用

水路と町場的生活環境 と の 関わ りを解明 した労作
“ ）

がある が 、 用 水路 と農村地域の コ ミ ュ ニ ティ 形

成 に まで論及 して い る も の は数少な い 。
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　そこ で 本研究で は、用 水路が住民の 生活や 集落

の 形成に 与え て い る影響の 実態を捉 え、日常の 利

用や維持管理 に よる共 同性を活か した地域づく り

と い う視点で分析を進め る。そ の 際に、集落形態

の 相違が 用水路 の利用や維持管理 とどの ように影

響 し て い るか 、集落形態による 比較分析をあわせ

行 う もの で ある。

　対 象地域 として、用水路が居住地域内を流 ドす

る主な表流水で あ り、集落形成 と密接に 関わ る と

考え られ る、栃木県北部の 那須 野 ヶ 原地域 を選定

した （図 1 、表 1 ） 6 木地域は 2 市 2 町 1 村に及

ぶ 、那珂 川 、箒川に 囲まれ た複合扇 状地で ある 。

扇央部か ら扇頂部に あたる黒磯市周辺 の 地域は、

深い 砂礫層 に よる地下浸透によ り、表流水の 確保

が困難で あ っ たため、江戸時代よ り水路開削が行

われ た 、 本地域の 水系シ ス テム は、江戸時代の 水

路開削以来、明治期 の那須疎水開削、そ して昭和

42年以 降の 国営事業など、各時期 に行われ た用水

路整備が重層 した複 合的水路網で ある。

孤　研究 の 流れ （図 2 ）

　研究の 流れ （a 〜 i） を図 2 に示 す。 a ．対象

地域の 自然、社会、歴史など既往文献の 整理 を行

っ た。 b ．国営那須 野 ヶ 原 開拓建設事業 によ り用

水路整備が 行われた全 77集落 につ い て 、形態的特

性か ら見た類型化を行い 、用水路 との 関連性 を明

らか に した。 c ．こ の 結果を踏まえ 、　「集居」 と

「散居」 を 各々 1集落選定 し （図 1参照） 概要 を

把握 した。 d ．　 e ．用水路利用 に関す る対象集落

の 組織的な かか わ り、個別的な関わ りに つ い て聞

き取 り調査 を行 っ た。 f．利用実態把握の た め、

用水路に関わ る構成要素の 位置確認 を行 っ た 。 g ．

対象集落に 対 し配票調査 を行い 、住民の 用水路 と

の 関わ りお よび評価 を通 じて 、 h ．用 水路が住民

生活および集落形成 に与 える影響に つ い て 分析 し

た。そ して 、住民 の 用水路整備要求 の 把握を踏ま

え 、 望まし い 用水路のあ り方 に つ い て 結論を得た。

IV　集落 の 形 態的特性

集落の 住居分布形態 を疎度 とし て 把 握 す る方法
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囲 2　 研究の流れ

　　
　　囲 3　幹線用水路の 流下状況と集落類型
T ）　B ｝

によ り、77集落を 「密居」　 「集居」　 「散居」

「疎居」 の 4 つ の 集落類型 に区分 した （図 3 ）。

扇 端部で は、散居、疎居など散在 した住居分布が

見 られ た。こ れ は扇 状地の 伏流水が湧出す る 自然

条件 と対応 して い る と考え られ る 。こ れ に対 し、

扇央部か ら扇頂部にか けて は、集居、密居 と い っ

た比較的集中 した住居分布が多く見 られ た。

　また、用水 路が集落形 成に 影響 を与え て い た こ

とを確か め るため 、集落全体 をメ ッ シ ュ で 被 い 、
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用水路と平行する方向を縦、直交す る方向を横と

し、横方向を 1 とした場合の 縦方向の メ ッ シ ュ 数

を縦横比 と した 。図 4 か ら、縦横比が 1．5以上 の

集落が扇頂か ら扇央部 にかけて 集中し て い る こ と

が わかる。疎度 と縦横比 によ る分析か ら、利用で

きる表流水が少な い扇頂部 、 扇央部で は用水路に

沿 っ て集落が形成 された と考え る こ とがで きる。

　次 に用 水路が集落形成 と密接 に 関わ る と考 え ら

れ る集 落の 中か ら、　「集居 」 で あ る穴 沢 と 「散

居」 の 埼玉 開拓 を対象地 域に選定 した
y ）

。こ こ で 、

混住化の 進展 に も とつ く密居 は農村的な性質 を失

っ て い る と考 え られ るため 、疎居 は地下水 ・湧水

利用が多 く用 水路が 集落形成の規定要因 とな っ て

い ない と考え られ るため 、対象か らは除外 した 。

V 　集落と用水路 との 関わ り

　（1）穴 沢 （図 5 ）　 穴 沢は 江 戸時代に水路 （穴

沢用水）が 開削され集落が開かれ た 。 当時の水 路

開削を記念 した碑が集落統合 の シ ンボル として 中

心 部に 立 つ 。穴沢用水か らは集落内 に分水され 、

水道が 引か れ る以前の 昭和3e年代 まで は生活 用水

は 、住居前を流れ て い る末端用水路か ら得て い た。

水道組合が維持管理する簡易水道に依存 して い る

現在で も 「くんばJ と よばれ る 洗い 場が 日常的に

使われて い る の は、こ の 名残であ る。

　 このよ うに穴 沢で は用 水路は今も 日 々 の 生活に

密着 した存在と して 大切 に扱われ て い る 。 しか し、

主 に精米 に用いた 「ば っ か り」 とよ ばれる、獅子

嚇 しに似た 装置 は、現在で は全 く見 られな い 。 穴

沢用水は土 地 改良区の 管理 だが 、支線用水路 ・末

端用 水路は集落で 管理 し、年 2 回 、草刈 と土砂さ

らい を行う。末端用水路 には土水路や 石 積み 水路

も見 られ るが 、大半が コ ン ク リ
ー

トブ ロ ッ ク貼

りにな っ て 自浄作用 を失 い 、さ らに上 流地区 の用

水の合流が原因で 、水質は以前より悪化 して い る。

集落の 組織活動は活発で あ り、互 い に顔 を合わ せ

る機会が多 く見 られ る 。 な お、集落に隣接す る 山

林で住宅地開発がある が 、行政区 は別で ある 。

（2 ）埼玉 開拓 （図 6 ）　 埼玉開拓は陸軍 飛行場

跡地に戦後開拓された新 し い集落で ある。住民は

終戦時 の 引揚者 な ど、他地域か らの 入植者が多 く、

　
図 4　 幹線 用水路の 流下状況 と集落の縦横比

・

　

　

　
すで に開通 して い た品川用水路 に沿 っ て 当初の 住

居は敷地割がな され た。上水道に完全に 切 り替わ

る昭和40年頃 まで は、生活用水は品川用 水路や 並

行す る支SCAI水路に依存 して い た。昭和 30年代に

な る と品川用水の 農業水利権の 取得 も行われ て 水

田利用が 始ま っ たが 、電気揚水が可能 にな っ た こ

とで 徐々 に地 下水に も頼る よ うにな り、 水質が 良

くな いためもあ っ て、穴沢で 見 られた水路沿い の

装置は姿を消 した。代わ っ て地 下水 の
一

時貯留装
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置 で ある iマ ス 」 が点在する 。

　現在、品ill用水路にはフ ェ ンスが張 られ、また 、

水面まで 遠 くて 人が近づけな い よ う にな っ て い る 。

集落内道路脇 を流れ る用 水は 自由に使える が 、余

剰水を引水 して お り、流れて い な い ときが多い 。

揚水は個人 また は数戸 の 共同 で行い 、 集落 として

かろ うじて 支線用水路お よび末端用 水路の 草刈 り、

土 砂さ らい を行っ て い る 。 集落内の コ ミ ュ ニ テ ィ

活動は、開拓当初の 世帯のみ が班単位で行 っ て い

るが活 発 ではな い 。 替わ っ て 埼玉小学校区 で活動

す る子供会育成会、PTA が 結束が強い 。 集落西

部の 平地林 に、こ こ数年で 急激に東京方面 に通 勤

す る世帯が増え、市民 農園もみ られ る 。

VI 住 民 の 用 水路 に 対す る 関わ り

　と意識

（1 ）配票調査　住民 の 用水路に対する関わ り、

意識 と整備要求を配票調査 によ り明 らか にする 。

具体的 には、生活環境 へ の 満足度 と定住意向を通

して 、住 民の 屑住地評価を把握する 。次 に、用水

路の利用、現状認識お よび整備要求か ら、住民 の

考える用水路の あ り方を探 る 。 調 査 は、穴沢は全

世帯、埼玉開拓は穴沢 と同数世帯を無作為抽墨し

た．表 2 に配票調査 の概要を示す。

（2 ）生活環境の 満足度評 価と定住意向　生活環

境に つ い て 15指標を 設定 し、 「大変満足」 か ら

「大変不満」 まで の 5 段階評価を行 っ た 。そ して 、

「大変満足 1 を＋ 2 、　 「大変不満1 を一一　2 とし、

加重平均を算出した （図 7 ）。穴沢で は、　「15．

隣近所の 助 け合い ］ が最 も満足度が高 く、埼玉 開

拓で は 2番 目に評価が 高い。両集落と も住民相互

の交流がある と考え られ る。また、共 に最 も評価

が低い の は 「7．下水道の 整備状況 」 で ある 。 生活

排水は用 水の 水質 に直接関係するため、早急な対

策の必 要がある と考 えて い る結果で あ ろ う 。

　定住意向 （表 3 ） は埼 玉開拓で 「1．是非住み 続

けた い 」 と 「2．で きれ ば住み続 けたい 」 の 合計が

穴 沢よ り高 い 。 こ れは穴 沢が伝統的集落の ため若

い 年代で 定住意向が 弱 い ことが要因 と考 え られ る。

埼玉 開拓は穴沢 に比べ 満足度が全般的 に低い こ と

を併せ て考 えれ ば、住民 自身が佐み 良い 生活環境
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　　　　表 2　 配票瀰査の概要

調査概要
・　　 ∫ 黒 　 　ハ 沢、　 玉
、 （又 は 16　以 上の 　 　 　）

5 （配 　、園 又共に 　
辱

）

紬 97　 12月
回郡　 の

ハ 沢 圭。玉 死

位 ％ 人 ％ ％

201 一 9疼
一 107 皿

口 又　 匿 8039 ．83537 ．24542 ．1

男彗 女

433756 ．648
．7201564

，54B
．4232251

．148
．9

年

齢

30〜3940
〜49歳

50− 59歳
60〜69歳
70歳 以上

7241718Io9．231
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21151036、535
，516
．132
、39
，7

5
…31287

11、12B
．926
．717
．815
．6

2227 ．51028 ，61226 ，7
業 の 5872 、52571 ．43373 ．3

1　　 　 ； 1113 ．838 ，6817 ，8
住 10柑20　　

’
　　 79 ．239 ．748 ．9

歴
’
　　 　　 6281 ．62993 ．53373 ，3

表 3　黨住窟向

全 穴沢 。玉 開

位 人 ％ 人 ％ 人 ％

1，是非伎み
韲

けた い 334t31337 ，12044 ．4
2 できれば 住み 続 けた い 23288720 ，01635 ．6
3 どち らとも

驀

えな い 810 ．038 ．6511 ．1
4 できれ ばよそ へ 移 りた い 1113 ．8720 ．048 ．9
5 住み 続 けたくない 22 、525 ，700 ．0
不明 33B38 ．600 ，0
合 計 80100 ．035100 ．045100 ，0
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を創 り出し て い く可能性が あ る と い え る 。

　（3）用水路の 利用 と評価

1 ）利用 内容　住 民の 用水路の 利用内容 を表 4 に

示す用 水路利用 行為
m ）

か ら捉 え る 。 現在 の 用 水

路利用 行為を見 る と、穴沢は特 に 生活系 の 利用で

用水 路 と接する 機会 が多い 。顕著なの は 「3．洗濯

をす る 」 、　「5，野菜 を洗 う」 で ある。両 集落 とも

回答が多い の は 「4．防火 用 水に使 う」 で ある 。 用

水路は非灌漑期で あ っ て も、一
定の 水量が要 求さ

れ て い る こ とが わか る。また過去 （30年前）で は

穴 沢の み な らず埼玉 開拓で も生活、生産 、 親水 系

とも多岐にわ た り利用が行われて い た 。

2 ）用水路の 現状認 識　12指標 に つ い て （図 8 ）、

集落内の 用 水路か ら感 じ る 印象を 「そ う思 う」 か

ら 「そ う思 わな い 」 ま で の 5 段階で 評価 し、加重

平均値を算出 した。穴沢 で は、　 「2．防災 に役立 っ

て い る 」 、　 「12．水 の 流れ が涼 しさを与え る 」 の

項 目が特 に 高い 。 逆 に埼 玉開拓の平均値が 穴沢を

上 回る の は、　 「3．安全対策が し っ か りして い る 」

程度 しか 見 あた らな い 。用 水路脇 の フ ェ ン ス お よ

び用水路の デザイ ンが住民 の 用 水路利用 を全般的

に低 い もの に して い る と考え られ る 。

3 ）用水路整備要求　用水路整備要 求は 18項 目か

ら 3 つ ま で 複数選択 させた 。現在用 水路利用 を全

く行 っ て い な い 、行 っ て い る もの が 1 〜 4 項 目あ

る、 5項 目以上 ある 、 に 分けて これ を用水路利用

度 としク ロ ス 集計を行 っ た。図 9 に結果を 示 す。

全体的な傾 向と して は 、　 「2．水質 をよ くす る 」 、
「4．ゴミ をな くす」 、　「6，転落防止施設を美 し く

する 」 の 項 目が高 い
。 穴沢で は特に、 1〜 4 項 目、

5項 目以上 の 該 当者が 「2．水質 をよ くす る 」 を挙

げて い る 。 利用 度 の 高 い 人ほ ど、水質をよ く した

い と い う意識が 働い て い るため と考え られ る。埼

玉 開拓で は 「6．転落防止施設 を美 しくす る 」 の 項

目を多 く挙げて い る人 は、利用を全 く行 っ て い な

い 人 で ある 、水質よ り も安全 性 の 方 に関心が向い

て い る と考 え られ る。

皿 　結論

分 野 指標 内容

1，水 路転落事故 の危険防止 の対策安
　
全 2．自然災害（洪水など）へ の 対策

購 買 3 ，ふ だん の食 料品 、日用 品 の 購 入

労働 4．農 業、林業の 活 力の 高さ

自

然

5、自然 環境 の保 全 、周 囲 の 山 並 み や 緑

6，地 区 や集 落の 景色

住

環

境

7、下 水 道の 整備状況

8 ゴ ミの 収集、処理の 体制

9 子 供 の遊び場や 広場

文化 ・

余暇

10．公 園 や 緑 地 などの 整備状況

11．史跡などの 歴史環境、文化財の 保全

社会

参加

12．行 政 区 など地域活動の 活発さ

13 ．祭りや郷土 芸能などの 活 発 さ

14 、集落の まとまりの よさ

15 、となり近所の 助け 合い

平 均は 、大変満足を＋ 2〜大 変不満を
一2とし各々 の
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牛 均 は ．そ っ 忠 っ 十 2呷そ っ思わ な い
一2

とした ときの 胆 里 半 均
一1．50 　　

−0、50　　 0、50　　　1、50

　 　 　 　 　 　 指標 内容

1．管理 が 行き届 き清潔 に保たれて い る

2．防火 用 水として 地域 の 防災 に役立 っ て い る

3．フェ ンス などの安 全対策が しっ か りしてい る

4．開拓 の 歴史が感じられる

5．地域 の シン ボル で ある

6．護岸 が人 工 的 である

7 ．魚や植物など水辺 の生き物がいる

8 ．地域 の 生活に密着 してい る

9 ，水路利用でとなり近所 との 交流が 生まれる

10，水 の 流 れ は風 景として 美 しい

11，子 供 が安心 して 遊べ る

12．夏 の間 は水 の 流れが涼しさを与 える
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　　　　　　図 8　 用水路の現状認識

の比較 を ま とめ る と、以 下の こ とが指摘で きる。

　身近に 用水路 と関わ り続けて い る 穴沢の 住民は

水環境に対す る認識が高 いが、埼玉開拓で は地下

水 に も依存 した こ とや フ ェ ン ス に遮 られ て 用水路

自体に 関心が向 い て いな い 。 両集落 ともに 用水路

が集落形 成に大 きく関わ っ た こ とが確認 されたが 、

現状で はその 関わ りには差違が ある。そ れ は集落

成立の 経緯、用水路の 分布密度 とデザイ ン 、そ し

て 集落形態の 相違 が相 ま っ た集落の 共 同性の 違 い

に起因 して い る 。 穴沢で は伝統的な生活様式が残

る の に対 し、埼玉 開拓で は共同性が相対的に 弱 く

都市化の 傾向が 見 られ る こ と とも関連する 。

　整備課題 と して 、穴沢で は 、水質の 悪化が住民

の大きな関心事で あ り、自浄作用 の ある 自然に 近

い 用水路に戻す必要が ある。埼 玉 開拓 で は 、安全

性の 確保 を前提 に フ ェ ンス を取 り払 い 、住民が水

面 を意識で きる よ うに改修 した うえで 、活発な組

織が用水路 と関われる ような取 り組み が必要 と い

え る。両集落 と もに、用水路の 親水整備は新規来

住世帯 も含めた新 旧住 民の コ ミ ュ ニ テ ィ形成の 場

と して 大きな 意 味を もつ と考 え られ る。
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The　purpose 　of 　this　paper 　is　to　apply 　irrigation　waterways 　lo　rural 　environmental 　develoP皿en ‘．

Particularly，we 　take　notice　o 正waterways 　in　rural 　area ．Conclllsions　are 　as　follows　：　DOn　the
fo「皿ative 　period ，rural 　settlements 　were 　llnder 　the　iRfluenee 　of 　Ψaterways 　in　Nasullogahara　area 　，
Tochigi　pref．，　；　2）residents 　of 　Anasawa ，　using 　waterways 　，　are 　recognizing 　water 　circu 皿 sta 皿ces

deeply ，　but　o皿　the　other 　hand　residents 　of 　Sakitamakaitaku ，　fenced　from　waterways 　，are 　u皿conscious

of　them．　In　this　study ，we 　proposed 　imProvement　plan 皿ing　to　each 　settlement 　through　iゼ s　local
com 皿unity ．
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